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低炭素化が持続可能社会を
実現する必須条件になった 
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低炭素化と化石燃料 

 低炭素化と化石燃料削減は同義 

 手法は当面技術的 

 非化石燃料への移行 

  例えば、再生可能エネルギー 

  例えば、原子力 

 エネルギー使用効率の向上 

 エネルギー変換効率の向上 

 最終的には、マインドセット変更 
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 １．自然エネルギー・自然材料の利用 

 １．１自然エネルギー 
 （１－１）太陽光発電 

 （１－２）太陽熱利用 

 （１－３）風力発電 

 （１－４）地熱発電／利用 

 （１－５）小規模水力 

 （１－６）海洋発電（各種） 

 （１－７）バイオ燃料（各種） 

 １．２電力平滑化 
 （１－８）高性能二次電池 

 （１－９）水素利用 

 （１－１０）次世代燃料電池利用 

 １．３自然素材／資源 
 （１－１１）天然木利用 

 （１－１２）天然ゴム利用 

 （１－１３）雨水利用 

 （１－１４）水再利用 
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 ２．高効率による省エネ・省資源 
 ２．１発電系 

 （２－１）コージェネ 
 （２－２）低質排熱利用 

 ２．２ヒートポンプ系 
 （２－３）地中熱利用 
 （２－４）河川熱利用 

 ２．３高効率自動車 
 （２－５）ハイブリッド車 
 （２－６）プラグインハイブリッド車 
 （２－７）電気自動車／カーシェアリング 

 ２．４高効率家電 
 （２－８）ヒートポンプ系 
 （２－９）ディスプレイ系 
 （２－１０）照明系 

 ２．５給湯器 
 （２－１１）ヒートポンプ系 
 （２－１２）コージェネ系 
 （２－１３）太陽熱複合系 
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 ２．６高度断熱住宅 
 （２－１４）窓の断熱 

 （２－１５）パッシブソーラー 

 ２．７都市交通／ヒートアイランド対策 
 （２－１６）公共交通／モーダルシフト 

 （２－１７）交通制御／制限 

 （２－１８）自転車レーン 

 ２．８その他／ヒートアイランド対策 
 （２－１９）雨水制御／蒸発促進 

 （２－２０）ビルの屋上／壁面対策 

 （２－２１）風の道 

 ２．９廃熱利用／有効利用 
 （２－２２）蓄熱／熱輸送 

 ２．１０廃棄物削減／有効活用 
 （２－２３）下水汚泥燃料化 

 （２－２４）紙・廃プラ燃料化 

 （２－２５）廃棄物の土木工事資材化 

 （２－２６）家庭有機廃棄物資源化 6 
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 ３ 炭素隔離貯留 
 （３－１）分離技術 

 （３－２）地中貯留 

 （３－３）海底貯留／海洋吸収 

 ４ 電力の低炭素化 
 ４．１転換効率 

 （４－１）エネルギー転換効率の改善 

 ４．２核技術 

 （４－２）原子力 

 （４－３）高速増殖炉 

 （４－４）転換炉 

 （４－５）融合炉 
7 

国
レ
ベ
ル
で
の
低
炭
素
化
の
技
術
・施
策
例 



Costa Rica 

2050 
Japan 
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従来の経済発展と低炭素経済 
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低炭素経済 

5%経済成長には 
5%エネルギー消費増大 

5%エネ消費削減 
5%経済成長 

これが 
相当難しい 



グリーン産業革命が必須 
 
エコプレミアム・ニューディール
は、その第一段階である。 
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グリーン産業革命の段階 

 第一段階 

 経済規模の緩やかな拡大を進めつつ、徐
々に、社会を低炭素化すること。 

 第二段階 

 経済規模の拡大を必ずしも目的としない社
会を実現し、低炭素化すること。 

 

 第一段階は技術的に難しい。 

 第二段階は精神的に難しい。 11 



２００８年の金融破綻の意味 
 １．２０世紀型マインド（＝非持続可能）の終焉 

 ２．先進国発展のシナリオが無くなった 
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農業型 
発展シナリオ 

繊維工業型 

重工業型 

高付加価値工業 

情報型工業 

ソフト型サービス産業 

金融拡大型産業 

？？？？？？？ 

発展 

文化的付加価値 
趣味的付加価値 
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GDP per capita (PPP in $) 

1960 

1973 

1994 

1987 
バブル経済 

岩戸、いざなぎ景気 

Energy Consumption 
Kg Oil Eq. per capita 

1958年 
スバル360 

1966年 
サニー 

1968年 
マークⅡ 

第一次 
石油ショック 

1989年 
セルシオ 
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価格 ≒ ＧＤＰ  
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快適さ追求 
高速・強力 

低炭素化 

別の経済成長ルート 

Prius 
Plug-in Prius 

マインド・セット 
変更 

        レクサスLS 
 
     マークⅡ 
 
   サニー 
スバル 

マインド・セット 
変更 

Nano by Tata 

???? 
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価格 ≒ ＧＤＰ  

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量 

大型化 
快適さ追求 
高速・強力 

低炭素化 
実質快適 

別の経済成長ルート 

Prius 
Plug-in Prius 

マインド・セット 
変更 

        レクサスLS 
 
     マークⅡ 
 
   サニー 
スバル 

マインド・セット 
変更 

Nano by Tata 

???? 

電気自動車の 
カーシェアリング 別の価値平面 

＝節約型 



持続可能は継続可能と違う 
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自動車については 
すでに価値感を変えた 
一部の人々が存在？ 

自動車産業は 
趣味性があるので 
継続可能か？ 



導入が必須の技術群 
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ハイブリッド車 
ヒートポンプ 
断熱 

CCS 

もっと 
新技術が 
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日本型文明 

 日本の技術の本質は、高効率だと思われて
いる 

 しかし、単なる効率の向上では限界がある 

 

 西欧流は、セントラルヒーティング 

 本来の日本は、「こたつ」型 

 「必要なとき、必要なところに、必要なことを
必要な量だけ」、サービスを提供する。 

 これを「新コタツ文明」と呼ぶ 

 

文明の転換か？ 



しかし、結局は原油価格次第か？ 

 ＄２００／バレルを伺うようになるか？ 

 石油生産はすでにピークを越えた？ 

 今後石炭へ移行？ 

 温暖化防止のために炭素隔離貯留が必須？ 

 IGCC（石炭ガス化コンバインド）技術が売れる？ 

 原子力へ移行することは？ 
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日本固有の経済に関わるリスク 

 内容は、食料自給、エネルギー自給 

 国際収支に関すること 

 結果的には、 
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貿易に関することが大部分 
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エネルギー関係 
合計 １９兆円 

資源関係 
合計 ５兆円 

この他に食料 
合計 ６兆円 

２倍増 
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輸送機器関係 
合計 ２０兆円  

電子部品機器類 
合計 ９兆円 

鉄鋼・化学類 
合計 ９兆円 



利権もいつまで続かない。 
同じビジネスモデルもいつまでも続かない。 

持続可能は継続可能と違う 
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継続可能 持続可能 



結論 

 未来を見据えた政治（国の成り立ち） 

 未来を見据えた科学技術投資 

 科学の夢は良いが嘘も良いのか？ 

 シナリオ研究が弱すぎる 

 

 持続可能という言葉を誰が真剣に考えて
いるのだろうか 

 多分、誰も考えないのだろう 

 エコプレミアムクラブは真剣に考える！！ 
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